タイトル　　　　タイトル＆サブタイトルで単語が被らないように

サブタイトル　　領域・対象・方法について的確に示す単語が含まれるように!!

学籍番号　氏名

目次

はじめに　　　動機・関心

１．　　　　　先行業績のレビュー（文献ノート等より）

２．　　　　　方法論（『復興誌』ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ＋文献研究＋各自のｵﾘｼﾞﾅﾙﾃﾞｰﾀ収集法）の検討

3． 上記方法(複数の組み合わせ)を駆使して得られるデータ・知見の予測

おわりに　　　その他、まとめ、期待、感想などなど

参考文献

全文ベタ打ち（文字飾り等はつけない）

英数字は半角。1989年１月21日。Jun Oyane

参考文献の表示は、四情報（著者名『書名』出版社名,出版年）、インターネットのサイトについては、「サイト名」http://www.…（閲覧日）

参考文献のあとに、『復興誌インタビュー』で自分が担当してみたい対象者について、リクエストを記してください。

先行業績のレビューは人によってマチマチだとは思いますが、かなりの分量になることも予想されます。「企画書②」は枚数にとらわれずに、自由に書き進めてみてください。

〆切は、7/25午後1時までに、E-mailの添付ファイルで、TAの高田先生まで。

daiayaryomikirei@nifty.com
高田先生からのメッセージです。「Wordのファイル名なのですが、学籍番号と自分の名前でお願いします。」

送っていただいた添付ファイルは高田先生が整理して製本し（ファイル上にて）、全員分の「調査企画書②」をみなさん全員＋高田・大矢根＋御蔵の担当者、に即・お送りします。みなさんは、各自プリントアウトして、他の人のモノにも目を通しておいて下さい。

合宿初日は、JR兵庫駅、正午の集合を厳守のこと!!

それでは、「企画書②」の作成、よろしくお願い致します。

